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｢ここにもあった｣

'93 5月

人木戸小学校（久米光勇校長、児童数110

名）では、５月６日、学校行事として「あっ

かしハイク」を兼ね。「クリーン作戦」を行

いました。

「クリーン作戦」には、全校児童が参加し

て行われ、厚樫山山頂からふもとまでのゴミ

を拾いました。



二
十
一
世
紀
へ
向
け
て

第
三
次
国
見
町
振
興
計
画
策
定
進
む

二
十
一
世
紀
へ
向
け
た
国
見
町
の
指
針
と
な
る

、
第
三
次
国
見
町
振
興
計
画
の
策
定
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

第
三
次
国
見
町
振
興
計
画
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
す
る
社
会
情
勢
、
確
実
に
進

行
し
て
い

る
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め

、
新
た
に
作
成
す
る
も
の
で

、
関
連
す
る
国

、
県
に
お
け
る

上
位
計
画
と
の
整
合
性
と
広
域
圏
計
画
と
の
連
動
を
図
り

、
平
成
十
二
年
度
を
目

標
と
し
て

、

活
力
あ
る
町
づ
く
り

、
豊
か
で
住
み
よ
い
国

見
町
の

創
造
を
目
指
し
策
定
す
る
も
の
で
す

。

真剣に素案に見入る委員の皆さん

振
興
計
画
審
議
会
と
は

国
見
町

の
振
興
計
画
に
つ
い
て

調
査
審
議
す
る
た
め
国
見
町
振
興

計
画
審
議
会
（
会
長
仲
野
周
一
町

議
会
議
長
）

が
設
置
さ
れ
て

い
ま

す

。審
議
会

は
、
町
長
か
ら
任
命
さ

れ
た
町

議
会
議
員

七
人
、
附
属
機

閹
の
委

員
十
人
、
識
見
を
有
す
る

委
員
．二
人
、
関
係
団

体
及
び
一
般

町
民
を
代
表
す

る
委

員
十
人
の
計

．二
十

人
で
構
成

さ
れ
て

い
ま
す
．

審
儀
会
に
部
会
を
般
置

第
三
次
国
見
町
振
興
計
画
の
策

定
に
あ

た
り
、
審
離
会
に
部
会

が

設
け

ら
れ
、
特
別
委
員

が
委
嘱
さ

れ
て

い
ま
す
。

部
会
は
。
田
圃
都
市
部
会
、
農

林
業
部
会
、
保
健
福
祉
部
会
、
教

青
文
化
部
会
、
商
工
観
光
部
会
の

五
つ

が
あ
り
。
そ
れ
ぞ
れ
二
十
人

以
内
の
委
員
で
構
成

さ
れ
。
各
部

会
で

は
。
そ
の
所
掌
事
項

に
つ

い

て
専
門
的
に
調
査
審

議
を
行

い
ま

す
。振

興
計
画
策
定
手
順

振
興
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

町

長
が
審
議
会
に
諮
問
を
‥け
う

こ
と

に
よ
り
振
興
計
岡
の
策
定
か
開
始

さ
れ
ま
す
。

第
二
次
国
見
町
振
興
計
画
策
定

に
つ

い
て
は
、
別
表
に
示

す
フ
ロ

ー
チ
ャ
ー
ト
に
よ
り
進
め
ら
れ
ま

す
。策

定
本

部
（
本
部
長
助
役
、
部

貝
令
課
長
職

）
に
お

い
て
素
案

を

作
成
し
ま
す
。

作
成
さ
れ
た
素
案
に
つ
い
て
、

審
議
会
で
総
合
的
に
審
巌
を
行

い

ま
す
。
さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ

。

部
会
に
お
い
て
専
門
的
に
調
査
検

討
を
行

い
ま
す
。

あいさつを述べる冨永町長

(手箚仲野審議会会長)

別表

第三次国見町振興計画策定フローチャート

議　　　　　　　会 常　 任　 委　 員　 会 審　　　　　　　 議

分　　　４

町　　　　　　　長

分　　　４

国 見町振興計画審巌会

委　員　30名

分　　　呑

部　　 会（５部会）

田圃都市

農 林 業

保健福祉

教育文化

商工観光

第３次国見町振興計画

策　 定　 本　 部

関 係　各　課

田園都市

農 林 業

保健福祉

教育文化

商工観光



第
三
次
国
見
町
振
興
計
画

策
　
定
　
大
　
綱

四
月
ニ
ト
六
日
に
開
催
さ
れ
た

国
見
町
振
興
計

画
審
議
会

に
お
い

て
、
第
三
次
国
見
町
振
興
計
画
策

定
大
綱

（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

大
綱
は
、
振
興
計
画
を
効
率
的

に
推
進
す
る
た
め
「
基
本
日
標

」

「
基
本
構
想
」
　「
基
本
計
画
」
を

も
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
ま
す

。

「
基
本
目
標
」
に
つ
い
て
は
平

成
十
二
年
度
を
目
標
と
し
た

『
明

る
く
住
み
よ

い
ま
ち
』
を
実
現
す

る
た

め
の
指
針
で
す

。

「
基
本
構
想
」
は
、
町
の
現
状

を
ふ
ま
え
、
将
来
を
展
望
し
、
計

画
基
本
目
唏
年
次
に
お
け
る
国
見

町
の
姿
な
ど
の
内
容
を
明
ら
か
に

す

る
も
の
で
す
。

「
基
本
計
画
」
策
定
に
つ
い
て

は
、
明
瞭
性
、
実
効
性
、
柔
軟
性

に
視
点
を
お
き
、
町
づ
く
り
、
産

業

づ
く
り
、
健
康
福
祉
社
会

づ
く

り

。
人

づ
く
り
、
行
財
政
の
五
章

で
構
成
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

別
施

策
の
今

後
の
目
標
が
示
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、

策
定
本
部
に
お

い
て
、

現
状

と
課
題

に
つ
い
て
、
分
析
を

し
な

が
ら
、

め
ぎ
す
べ
き
方
向
、

施
策
の
体
系
、
施
策
の
内
容

に
つ

い
て

、
と
り
ま
と

め
を
行
っ
て

い

る
と
こ
ろ
で
す
。

今

後

の

進

め

方

審
議
会

、
各
部
会
に
お
い
て
恨

重

に
繰
り
返
し
審
議
、
検

討
を
行

い
な
が
ら
、
骨
組
み
と
も
い
え
る

大
綱
に
肉
付

け
を
行

い
、
と
り
ま

と
め
ま
す
。

と
り
ま
と
め
ら

れ
た
計
面
案
は

審
議
会
で

審
議
承

認
さ
れ

た
後
。

町
長
に
答
申

さ
れ
、
最
終
的
に
離

会
の
議
決

を
経
て
、
初
め
て
振
興

計
画
と
な
り
ま
す
。

年
度
度
内
の
作

成
に
向
け
、
進
ん

で
い
る
と
こ

ろ
で

す
。

（
本
部
事
務
局
　

企
画
商
工
課
）

憲見を述べる贋木委貫（中央）　
（左) 野委員（右）佐藤委員

国
土
調
査
事
業

今

年

度

は
石

母
田

・
山

崎

地

区

平
成
五
年
度
の
国
土
（
地
篇
）
調
査
地
区
は
、
左
図
に
示

す
、
石
毋
田
（
五
十
一
字
）
・
山
崎
（
三
十
五
字
）
地
区
で

す
。

平成５年度調査区域図

地
篇
は
登
記

所
の
土
地
登
記
簿

及
び
備
え
付
け

地
図
に
記
載
さ
れ

て
。
土
地
に
閥
す

る
様
々
な
権
利

保
護
が
は
か
ら

れ
、
皆
さ
ん
の
大

切
な
土
地
を
守

っ
て
い
ま
す
。

■

地
籍
綱
査
は
こ
の
よ
う
に
し
て

進
め
ま
す
。

地
籍
綱
査
は
、
土
地
登
記
簿

と

字
限
図
の
写
し
を
つ
く
り
、
こ
れ

を
現
地
と
あ
わ
せ

な
が
ら
行

い
ま

す
。ま

ず
、
個
人
の
土
地
と
、
長
狹

物
（
道
路
、
水
路
な
ど
の
公
共
用

地
）
と
の
境

界
を
所
有
者
立
ち
会

い
の
う
え
決

定
し

ま
す
。

次
に
、
民
有
地
と
民
有
地
の
境

界
に
境
界

杭
を
お
互
い
に
打

っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
筆
界
決
定
の
杭
打
ち
か
終

わ
っ
て
か
ら
、
所
有
者
立
ち
会

い

の
も
と
で
、
係
員
が
｛

筆

ご
と
に

調
査
、
確
認
を
し
ま
す
。

調
査

が
終
わ
り
次
第
、
最
新

の

精
慶
の
高

い
測
量
技
術
に
よ

り
測

量
し

た
新
し

い
正
確
な

『
地
籍

』

が
作
成
さ
れ
ま
す
。

調
査
を
円
滑
に
進
め
る
う
え
で

所
有
者
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
、

立
会

等
を
是

非
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

■

問
い
合
わ
せ

企
画
商
工
繰
国
土
調
査
係

酋
醇
2
1
1
1
　

内
線
２
５
１



平
成
五
年
度

国
見
町
の
重
点
事
業

②

前

号
よ
り

、
平
成
五
年
度
に
お
け
る
重
点
事
業
に
つ
い
て
の
概
要
を

お

知
ら

せ
し
て
い
ま
す

。

今
回
第
二
回
目
は
、

本
年
度
よ
り
着
手
し
ま
す
上
野
台
運
励
広
場
建

般

事
巣
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

上野台運勧公国完成予想図

総
合
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
を

目

指

し

て

上
野
台
運
動
広
場
建
設
事
案
は

既
存
の
施
設
（
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
．
町
民
プ

ー
ル
）
に
加
え
、
新
た
に
、
多
目

的
運
動
広
場
を
建
設
し
、
上
野
台

地
区
を
町
の
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ソ

ー

ン
と
し
て
整

備
す
る
も
の
で
す
。

又

。
公
園
と
し
て
の
機
能
の
充

実
も
図

り
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で

、
レ

ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
。
ス

ポ
ー
ツ
、
心
身
の
鍛
練
、
ふ
れ
あ

い
交
流
の
場
と
し
て
自
ら
施
設
に

利
活
用

が
で

き
る
よ
う
解
放
さ
れ

た
施
設
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の
で

す
。

■
建
設
費
と
そ
の
財
源

上
野
台

運
動
広
場
建
般
事
業

は
、

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
建
般
事
業

と
同
様
、
自
治
省
が
取
り
組
む
、

ふ
る
さ
と
創
生
事
業

、
第
二
次

ふ

る
さ
と
づ
く
り
事
業

と
し
て

す
す

め
る
も
の
で

あ
り
、
平

成
五
年

慶

か
ら
平

成
七
年

度
ま
で
の
継
統
事

業
で

す
。

建
設
費
と
そ

の
財
源

に
つ
い
て

は
、
三
ヶ
年
合

針
で
約
八
億
二
千

万
円

と
な
っ
て

お
り

、
こ
の

う
ち

町
の
実
質
負

担
は
、
約
九
千
四
百

五
十
万
円
で

す
。
　
（
別
表
１

）

■
国
の
財
政
支
援

碵
地
方
交
付
税

（
国

の
援
助
）
で

三
ヶ

年
間

に
、
約
一
億
一
千
八
百

八
十
万
円

が
交
付

さ
れ
る
予
定
で

す
。
さ
ら
に
、
後
年
慶
に
お

‘け
る

地
方
偵
（

借
入
金
）
の
元

利
償
環

金
の
五
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
国
が

支
援
し
て
く
れ
ま
す
。
（
別
表
２

）

朗
雛
持
管
理
費
・
運
営
費
も
国
が

援
助
し
て
く
れ
ま
す
。

地
方
債
の

Ｉ
パ

ー
セ
ン
ト
相
当

額
が
毎
年
国
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

。

し
た
が
っ
て
、
六
億
六
百

七
十

万
円
の

Ｉ
パ
ー
セ
ン
ト

約
六
百
七

十
万
円
か
毎
年
交
付

さ
れ
る
見
込

で
す
。

○
地
方
か
自

ら
考

え
、
自
ら
行
う

事
業

に
国

が
財

政
支
援
を
す

る
と

い
う

主
旨

を
踏
ま
え
、
こ
の
事
業

の
決

定
ま
で

に
、
町
政
懇
談
会
、

屋
外
体
育
施
設
整
備
懇
談
会
の
中

で
要
望
、
意
見
等
を

い
た
だ
き
進

め
て
き

た
も

の
で
す
。
ま
た
。
建

設
用
地
に
つ

い
て
も
平
成
四
年
度

に
全
地
権
者
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま

す
。現

在
、
上
野
台
遺
跡
を
記
録
保

存
す

る
た
め
、
約
二
千
平
方
メ

ー

ト

ル
の
範
囲
を

発
掘
調
査
中
で
あ

り
、
終
了
後

に
造
成
工
事
に
着
手

す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

(別表　１)

上野台運動広場建設費とその財源

８億2.  网万円

(建般費)

１．工　　　 事　　　 賢

5 億 3.  3万円

２．用　　　 地　　　 費

２億6,328万円

３．歯　　　 品　　　 費

60万円

４．調査，設計．管理委託費

】.759万円

(財 源)

１。地 方 債（借入金）

６億670 万円

２．交付税（国の援助）

１億1,8釦万円

３．純一般財源（税等）

45 ①万円

(別表　２)

後年度における地方債(借入金)の元利償還の状況

地方債（借入金）　　 ６億670 万円

10 年 間 の 利子　 約2 億 1.18万円
8  億 2.4 万円

り国 の 支 援 4  引ぬ)万円

町 の 負 担　3  億 7. 万円

建般工事が終 わって町が毎年実質的に返済するお金は
10年間

3 億 7.1 万円
3｡710万円

（１年間の返済額）となります

○
次
号
で
は
、
平
成
四

・
五

年
度
の
ニ
ケ
年
事
業
で
進
め
て

い
る
高
齢

化
地
域
農
村
活
性
化
モ

デ
ル
事
業
（
大
枝
中
央
集
会
所
）

に
つ

い
て
お

知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。



森
江
野
小
学
校
校
舎
・
体
育
館

森
江
野
幼
稚
園
園
舎

改

築
落
成
式

挙
行
さ

れ
る

二
十
一
世
紀

を
担

う
こ

ど
も
た

ち
を
育
て
て
い
く
た
め
に
、
教
育

施
設
の
充
実
を
図

る
こ
と

は
、
非

常
に
重
要
な
こ
と
で

す
．

「
町
づ
く

り
は
．
人

づ
く
り
」

を
理
念
と
し
て

、
大
木
戸
小
学
校

を
初
め
、
老
朽

校
舎
の
改
築
を
す

す
め
て
お
り

ま
し

た
か
．
こ
の
度

の
森
江
野
小

学
校
校

舎
、
幼
稚
園

す
す
め
て
ま
い
り

ま
し

た
が
、
こ

度
の
森
江
野
小

学
校
校
舎
、
幼
稚

園
園
舎

は
近
代
的
な
建
物
に
改
築

さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
．

四
月
三
十
日
．
花
火
が
打
ち
あ

げ
ら

れ
る
中
、
町
立
森
江
野
小
学

校
校

舎
、
体
育
館
と
同
幼
稚
園
園

舎
の
改
築
落
成
式

が
森
江
野
小
学

校
体
育
館
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
．落

成
式
に
は
、
町
、
学
校
、
用

地
協
力
者
、
｝上
事
関
係
者
な
ど
約

百
一
二
十

人
と
．
同
小
六
年
生
児
竜

全
員
が
出
席
し

ま
し

た
．

冨
永
武
夫
町
長

が
式
辞
を
述
べ

町
教
育
長

が
工
事
経
過
報
告
を
行

っ
た
後
、
設
計
者
、
工
事
関
係
者

、

寄
付
及
び
用
地
協
力
者
の
そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
の
方
に
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈

ら
れ
ま
し

た
。

亀
岡
義
彦
県
巌
会
議
員
、
仲
野

周

】
町
離
会
議
長
ら
が
来
賓

祝
辞

を
述
べ
た
あ
と

。
児
童
代
表
の
佐

藤
由
香
里
ち

ゃ
ん
か
。

「
森
江
野

小
の
歴

史
の

Ｉ
ペ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ

し
い
児
童
を
目
指
し
ま
す
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

引
き
続

き
、
乾
杯
、
万
歳
ニ
・唱

が
行
わ
れ
、
出
席
者
は
建
物
か
立

派
に
完
成
し

た
こ
と
を
嶌
び
合

い

ま
し
た
。

○
森
江
野
小

学
校
校
舎
・
幼
稚
園

園
舎
、
体
育
館

の
概
要
に
つ

い
て

は
。
そ
れ
ぞ
れ
、
九
十
二
年
三
月

号
、
九
十
三
年
一
月
号
で

お
知
ら

せ
し
て

い
ま
す
。

落
成
祝
賀
会
に

二
百
人

落
成
式
を
終

え
た

ば
か
り
の
森

江
野
小
学
校
体
育
館
は
、
祝
賀
会

の
会
場

に
早
変

り
、
完
成
を
祝
う

約
二
百

人
の
出
席
者
で
埋
め
つ
く

さ
れ
ま
し

た
。

会
場

は
、
徳
江
北
部
公
民
館
太

鼓
部
の
皆

さ
ん
の
打
ち
鳴
ら
す
太

鼓
で
盛

り
上

が
り
ま
し
た
。

正
午

に
祝
賀
会
が
開
始
さ
れ
。

森
江
野
小
学
校
幼
稚
園
改
築
記
念

事
業
推
進
委
員
会
会
長
の
村
上
公

月
さ
ん
（
徳
江
字
東

こ

と
伊
勢

文
朗
森
江

野
小

学
校
長

が
あ

い
さ

つ
を
行

い
。
冨
永
武
夫
町
長
と
仲

野
周
一
町

穣
会
議
長

が
来
賓
を
代

表
し

て
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

森

江
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の

佐
藤
吉
茂

さ
ん
（
徳
江
字
拾
俵
橘

十
九
）

の
謝
辞
に
続
き
、
森
江
野

小
学
校

三
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で

の
児
童
全
員

に
よ
る
校
歌
の
鼓
笛

演
奏

が
行
わ

れ
、
出
席
者
は
盛
ん

に
拍
手
を

お
く

っ・
て

い
ま
し
た
。

ま

た
、
ア
ト
ラ
ク
シ

９
ン
と
し

て
国
見
町
農
協
婦
人
踊
り
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
日
本
舞
踊
も
披

露
さ
れ

祝
賀
会
に
花
を
添
え
ま
し

た
。

建 設 工 事 の 概 要

１．敷 地 面 積　17.  7㎡

2. 施皿の内容

川枚舎・圃舎

欄　造 鉄筋コンクリート追２階建

床面積2.  7㎡( 小学校校舎2.204㎡

幼稚園園舍38＆yf)

枚　舎 普通貧富６、特別教室５、食堂．
資料室、校長室､.職貝室、保健室

放送室、多目的ホール２

圃　舍　保育室｜、会議室｜、避戯室｜、
事務室

膵 育 館 鉄筋コンクリート・鉄骨造

平屋建839㎡
３. 事 業　 費　　　　　　　　9  .242 千円

４．財 源 内 訳　　　　　.

11a　 庫　　 負　 担　 金　 】 .359 千円
国　 庫　 袙　 助　 金　 】g , 5千円

{2畑T　　　　　　　　　 濆　249. 千円

{31ゴルフ７－協力緑化事業交付金　　3. 千円
{4}一　　 般　　 財　　 源　5  四 .598千円

森江餠小学校.蟲江野幼種圖改植落成式

祝賀会を盛りあげる太鼓郎の瞥さん

改築落成祝賀会雌笛隊による校歌演毒
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み
ど
り
の
週
問

み
ど
り
の
週
間
と
は

我

が
国

は
。
豊
か
な
自
然
を
持

っ
た
国
で
す

。

μ

然

に
親
し
む
と
と
も
に
、
そ

の
恩
恵

に
感
謝
し
、
豊
か
な
心
を

は
ぐ
ぐ
む
こ
と
を
願
い
、
国
民
の

祝
日
と
し
て

「
み
ど
り
の
日
」
か

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴

い
、
新
緑
の
季
節
で

あ
る
四
月
二
十
九
日
の

「
み
ど
り

の
日
」
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間

を

「
み

ど
り
の
週
間
」
と
し
て
設

け
て

い
ま
す
。

「
み
ど
り
の
週
間
」

に
重

点
的

に

「
み

ど
り
」
に
関
す
る
各
種
行

事
等
を
全
国
的
に
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、

「
み
ど
り
の
日
」
の
趣

旨
を
広
く
普
及
し
、
緑
豊
か
な
自

然
と
国
土
の
形
成
に
資
す
る
こ
と

と
し

た
も
の
で
す
。

町
に

お
い
て
も
、
近
年
建
設
す

る
建
築
物
周
辺
、
道
路
等
に

『
み

ど
り
』
を
多
く
す
る
よ
う
配
慮
し

て

い
ま
す
。

「
み

ど
り
」
は
、
緩
衝
帯
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
ほ
か
、
人
の

心
を
な

ご
ま
せ
る
作
用
か
あ
り
ま

す
。

「
緑
の
日
」
記
念
植
樹

四
月
二
十
日
、
雨
か
降
り
し
き

る
中
、
「
緑
の
口
」
記
念
植
樹
か

行
わ
れ
ま
し

た
。

記
念
植
樹
は
、

ゴ
ル
フ
ァ
ー
緑

化
協
力
募
金
か
ら
の
百
五
十
万
円

の
事
業
費
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

サ

ク
ラ

、
モ
チ
ノ
キ
。
（

ナ
ミ

ズ
キ
。
ケ

ヤ
キ
ほ
か
計
二
百
八
十

二
本
の
植
樹
を
森
江
野
小
学
校
体

育

館
の
周
囲
に
行

い
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
ァ
ー
緑
化
協
力
募
金

福
島
県
ゴ
ル
フ
連
盟

加
盟
倶
楽

部
の
協
力
に
よ

り
社
会

公
共
施
設

等
の
緑
化
を

推
進
す

る
た
め
。
昭

和
五
十
九
年

五
月
よ

り
ゴ
ル
フ
ァ

ー
の
皆
様
よ

り
緑
化
協
力
募
金

（
プ
レ
ー
ヤ
ー
一
人
一
日
五
十
円
）

を
い
た
だ
き

現
在
ま
で

、
市
町
村

内

の
社
会
公

共
施

般
等
一
二
百
十
七

ケ
所
に
対
し

、
舂

、
秋

、
年
二
回

の
緑

化
事
業
を

行
っ
て

お
り
、
十

万
二
千
本
余

り
の
植
樹
を
し
て

い

ま
す

。

改
築
記
念
植
樹

森
江

野
小
学
校
校
舎
。
体
育
館

幼
稚

園
園
舎
の
落
成
式
に
先
立
ち
、

改
築
を
記
念
し
て
、
記
念
植
樹
か

行
わ
れ
ま
し

た
。

記
念
植

樹
は
、
森
江
野
地
区
の

十
一
町
内
会
長
と
そ
れ
ぞ
れ
の
町

内
会

の
男

女
の
代
表
児
童
に
よ
り
、

前
庭
に
桜
の
木
十
一
本
が
植
え
ら

れ
ま
し

た
。

校舎前庫にサクラの木が植えられました

善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た

○
昨
年
春

、
緑
化
の
推
進
に
役
立

て
て
く

だ
さ

い
と
、
須
田
寛
一
さ

ん
（
藤
田
宇
津
田
三
。
一
）
よ
り

贈
ら

れ
た
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
三
本
と

（

ナ
ミ

ズ
キ
三
本
の
花
か
咲
き
、

道
行
く
人
の
心
を
う
る
お
わ
せ
て

い
ま
す
。

○
昨
年
九
月
。
秦
二
郎
さ
ん
（
藤

田
宇
日
渡
三
、
三
―

）
）
か
ら

、

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
環

境
美
化
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と

桜
の
苗
木
百
本
が
町
に
寄
贈

さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
紙
面
を
お
借
り
し

て
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

ハナミズキが
咲く町道

紀念植柵を行う盲永町轟

ふ
る
さ
と
の
文
化
財9

6

陣
　
ケ
　
岡菊

池
利

雄

文
治
玉
年

こ

一
八
九
年
）
九
月
四

日
、
蓆
頼
朝

は
敗
走
す
る
藤
原
泰
衡
を

追

っ
て
志
波

郡
の
陣
ケ
岡
｛
岩
手
県
紫

波
町
古
館
｝
に
い
た
り
、
蜂

神
社
を
陣

所
と
し
た
．

そ
の
前
日
の
三
日
．
泰
衡
は
比
内
部

の
贄
ノ
柵
（
現
秋
用
県
大
館
市
）

に
お

い
て
、
譜
代

の
郎
従
河
田
次
郎
に
殺
き

れ
气

六
日
輟
朝
の
も
と
に
そ
の
首

が

届
け
ら
れ
、
奥
州
合
戦
は
鎌
倉

軍
の
勝

利
に
柊

わ
っ
た
．

「
吾
妻
鏡
」
九
月
四
日
の
条

に
、
こ

の
時
の
情
景
を

「
こ
品
（
頼
朝
）
陣
ケ

圖
蜂
社

に
陣
せ
し
め
給
ふ
．
而
る
に
北

睦
道
の
追
討
使

（
比
企
）
能
員
．
｛
宇

佐
美
｝
実

政
聹
．
出
羽
国
の
狼
籍
を
靡

か
し
て
参
匕
加
は
る
の
間
、

軍
士
廿
八

萬
騎
（
但
し
錆
人
の
郎
従
等
を
加
ふ
）

な
り
．

面
々
に
白
旗
を
打
立
て
、
Ｍ
ｒ

間
（
弓
）
に
寄
せ
置
く
．
秋

の
尾
花
色

を
混
へ
、
晩
頭
の
月
．
勢
を
添

ふ
と
云

々
．

』
と
あ
る
．

源
氏
嫡
流
の
御
曹
司
と
は
い
え
平
泊

の
乱
に
敗
れ
、
一
介
の
流
人
と
し
て
明

日
の
命
さ
え
も
わ
か
ら
な

い
不
安
な
日

々
を
伊
豆
国
に
過
ご
さ
ざ
る
を
え
な
か

・

た
源
頼
朝
に
と
・

て
、
歴
史

は
彼
に

味
方
を
し
宿
敵
の
平
氏
を
滅
ぼ
し
て
源



町
政
の
一
翼
担
う

各
種
団
体
の
総
会
開
催
さ
れ
る

き
め
細
か
で
行
き
届

い
た
町
政

円
滑
な
行
政
運
営
を
推

進
し
て

い

く
う
え
で
、
各
種
委

員
会

・
協
議

会
・
組
合
等
の
皆
様

の
活
動

は
、

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
嬰

な
も

の
で
す
。

四
月
に
は
、
町
政
を
支
え
て

い

る
各
種
団
体
の
総
会

か
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
事
業
計
画
、

新
執

行
体
制
な
ど
か
決
ま
り
ま
し

た
。「

明
る
く
住
み
よ

い
町

づ
く
り
」

の
一
翼

を
担

う
皆

さ
ん
、
今
年
度

も
よ

ろ
し
く

お
願

い
し
ま
す

。

ま
た
。
長
年
ご
尽
力

い
た
だ
き
、

こ
の
度
退
任
さ
れ
た
皆
さ
ん
本
当

に
御
苦

労
様
で
し
た
。

各
種
団
体

の
正
副

会
艮

及
び

退
職
さ

れ
た
皆

様

（
敬
称
略
）

圃
町
内
会
長
連
絡
協
議
会

会
　
長
　
佐
藤
三
郎

副
会
長
　
阿
部
恒
夫

退
職
者

菅
野
正
二
、
佐
藤
一
雄

吉
田

稔
、
本
田
清
古

蓮
田
正
敏
。
櫺
沢
太
一
郎

阿
部
文
夫
。
栗
原
光
雄

黒
田

稔
、
川
井
想
次
郎

佐
藤
幸
藏
、
八
鳥
建
七

佐
久
間
義
夫
、
菊
地
惣
助

佐
藤
光
康

■
納
税
貯
富
組
合
連
合
会

会
　
畏

佐
々
木
義
蔵

副
会
長

菅
野
正
也

退
職
者

斎
藤
忠
男
、
津
田
吉
泊

阿
部
文
夫
、
菊
地
孝
吉

松
浦
敏
雄
、
八
巻

武

早
田

精
、
斎
藤
広
勝

川
村

済
．
安
田
憲

】

榎
本
勝
利
、
渋
谷

衛

佐
藤
平
地

■
国
民
年
金
組
合
連
合
会

会
　
長

佐
久
間
幸
雄

副
会
長

佐
藤
元
一

退
職
者
　
阿
部
忠

】
、
阿
部
文
夫

菊
地
孝
古
、
中
野
昇
三

八
巻
光
雄
、
早
田

精

草
野
弘
道
、
阿
部
ミ
ヨ

安
田
憲

て

榎
本
勝
利

佐
藤
タ
ツ
、
高
橋

匸
二

寺
島
ク
ニ
Ｔ
、
佐
藤
艶
子

村
上
君
代
、
菊
地
惣
助

高
橋
常
男
、
阿
部
ト
ミ
子

鈴
木
章
子
、
佐
藤
郊
一

齊
藤
　
正

■
母
子
保
健
推
進
員
協
議
会

会
　
長

奥
山
美
津
子

副
会
長
　
阿
部
照
子
．
瀬
戸
喜
代
子

退
職
者
　
阿
部
芳
子
．
秦
　
紋
子

仲
野
ナ
オ
．
野
村
チ
ョ
ノ

岡
崎
イ
シ
、
宍
戸
静
枝

松
浦
ナ
カ
子
、
吉
田
禮
子

松
浦
栄
子
、
小
池
幹
１

小
林
光
子
、
藤
井
恵
子

斎
藤
卜
弋

古
田
春
子

■

保
健
委
員
会

委
員
長
　
佐
藤
義
雄

副
委
員
長

中
村
兼
古

退
職
者

仲
野
廣
二
、
菊
地
清
二

阿
部
義
男
、
村
上
恥
蔵

佐
藤
光
康
．
佐
藤
源
二

松
浦
ナ
カ
子
．
阿
部
恒
夫

吉
田
健
治
、
大
勝
貞
男

吉
田
利
春
．
池
田
辰
雄

八
島
建
七
、
鈴
木
富
治

退職者に感謝状が畑られる
(町保健推進昌麗会)

納税貯書岨合連合会総会

町税などの納付金は

便利な口座振替を

利用しましょう。

口座振替を利用している方は、もし残高不足などで、振替不

能になると金融機関に直接納めていただくようになり ます。

振替日の前日までに預金残高の確認をお願いします。

氏
の
再
興
を
は
た
し
、
鎌
倉

に
軍
事
権

門
と
し
て
の
幕
府
を
創
設
す

る
。
そ
し

て

い
ま
や
武
門
の
棟
梁
と
し
て

。
全
国

の
武
十
遠
を
陣
ヶ
岡
の
地
に
集

め
、
観

閲
す
る
は
れ
が
ま
し

い
姿
を
予
期
し
え

た
も
の
は
、
彼
自
身
を
含
め
て
お
っ
た

で
あ
ろ
う
か
。
頓
朝
の
得
意
た
る
や
感

無
最
な
も
の
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

陣
ヶ
岡
は
、
北
上
川
沿

い
に
広
が
る

平
地
上
の
独
立
し

た
小
高

い
丘
陵
（
標

高
一
三
〇
ｍ

）
に
位
置
す
る
。
頂
上

に

は
、
坂
上
田
村
麻
呂
か
延
麕
年
間
に
、

蝦
吏
勢
力
に
そ

な
え
て
志
波
城
を
築
い

た
際
。
蜂
神
社
を
勧
請
し
た
と
い
わ
れ

、

西
側
の
麗
に
は
空
堀
跡
か
残
さ
れ
て
い

る
。前

九
年
の
役
に
お
い
て
は
、
潭
輜
義
・

農
家
の
父
子
が
、
安
倍
貞
任
の
こ
も
る

糾
川
柚
攻

め
の
宿
営
地
に
し
た
と
い
わ

れ
る
。
寿
永
年
間
藤
原
秀
衡
は

。
的
九

年
の
役

に
お
け
る
源
頼
義
父
子
の
峨
跡

を
し

の
ぴ
、
こ
の
岡

の
西
脇
に
月
の
輪

形

の
池
を
つ
く
り
。
源
氏
の
白
旗
を
象

徽
す

る
太
陽
と
三
日
月
を
形
ど

ぅ
た
鳥

を
つ
く

っ
た
’

の
ち
。
池
水
は
枯
れ
て

し
ま

う
た
が
、
そ
の
遺
構
と
称
す
る
も

の
が
残
さ
れ
て

い
る
。

奥
州
藤
原
氏
は
、
阿
津
賀
志
山
の
敗

戦
で
絶
望
の
淵
へ
と
追
い
や
ら
れ
、
陣

ヶ
岡

に
お
け
る
藤
原
泰
衡
の
末
路
は
そ

の
終
焉
を
意
味
す
る
。
共
に
、
歴
史
の

深

い
耐

で
結
ば
れ
て
お
り
。
町
内

の
史

跡
で
は
な

い
が
、

『
ふ
る
さ
と
の
文
化

財
』
と
の
関
連
で
と
り
あ
げ
て
み
た
。



・

お

知

ら

せ

・

ご
存
じ
で
す
か

人
権
擁
護
委
員
制
度

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
か
施
行
さ
れ

た
日
で
す
。

昭
和
二
十
三
年
に
、
政
令
に
基

づ
い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設

け
ら
れ
。
翌

二
十
四
年
六
月

】
日

に
、
人
権
擁
護
委
員
法
か
施

行
さ

れ
。
国
民
の
基

本
的
人
権
を
擁
護

し
見
守
る
、
い
わ
ぱ
民
間
人
に
よ

る
人
権
の
番
人
の
機

関
が
誕
生
し

た
の
で
す
。
こ
れ
か

人
権
擁
護
委

員
制
度
の
始
ま

り
で
す
。

本
年
は
、
世
界
人
権
宜
言
四
十

五
周
年

目
に
当

た
り
ま
す
。

国

際
化
時
代
を
迎
え

た
今
、
在

日
外
国

人
の
人
権
問
題
な
ど
新
た

な
人
権
問
題
も
発
生
し
て
お
り
、

国

際
的

な
視
野
を
も

っ
て
、
私
た

ち
の

人
権
意
識
を
見
つ
め
直
す
こ

と

が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
全
国

人

椛
擁
護
委
員
連
合
会
に
お
い
て
。

『
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人

権
意
識
を
育
て
よ
う
』
を
啓
発
活

動
重
点
目
標
に
掲

げ
、
積
極
的
な

啓
発
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で

は
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
こ

の
日
を
中

心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層

の
人
権
思
想
の
啓

発
に
努
め
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
て

お
り
ま
す
。

国
見
町
に
も
町
長
か
ら
推
薦
さ

れ
て
、
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
次

の
三
名
の
人
権
擁
護
委
員
か
お
り

ま
す
。

住
所
　

徳
江
字
前
原
二
十
二

氏
名
　
蓬
田
正
敏

電
話
　

剪
4
3
3
4

住
所
　

藤
田
字
日
渡
三
．
七
Ｉ
ニ

氏
名
　
牧
野
武

夫

電

話
　

剪
2
6
1
5

住
所
　

川
内
宇
小
又
二
十

氏
名
　

鈴
木
キ
ヌ

電
話
　
ｎ
5
2
1
0

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す

。
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ

さ
い
。

国
税
だ
よ
り

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
税

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
所
得
税

は
。

毎
月
の
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源

泉

徴
収
さ
れ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
、
勤

務
に

伴
う
費
用
な
ど
を
概
算
的

に
控
除

す
る
と

い
う
性
格
を
も
っ
て

い
る

給
与
所
得
控
除
か
あ
り
ま
す
。

こ
の
給
与
所
得
控

除
は
給
与
所

得
だ
け
に
認
め
ら
れ
て

い
る
も
の

で
、
事
業

所
得
な
ど
の

必
要
経
費

に
相
当
す

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
支
出

し
た
一
定
の

要
件
に
当
て
は
ま
る

特
定
支
出
の
合
計
額

が
給
与
所
得

控
除
額
を
超
え

る
場
合
、
そ
の
超

え
る
額
を
更
に
控
除
す
る
と
い
う

特
定
支
出
控
除
制
度
も
あ
り
ま
す

。

■

詳
し
く
は

福
島
税
務
署

壼
叫
3
1
2
1

心
が
け
ま
し
ょ
う

水

を
大

切

に

% ～％

水
道
週
問

蛇
口
を
ひ
ね
る
と
．
水
は
無
尽

蔵
に
あ
ふ
れ
出
る
と
思

い
が
ち
で

す
が
、
水
は
、
限
り
あ
る
貴
重
な

資
源
で
す
。

毎
日
、
な
に
げ
な
く
仗
っ
て

い

る
水
。
一
人
ひ
と
り
か
節
水

を
心

が
け
、
感
謝
し
つ
つ
水
を
大
切

に

使

い
ま
し
ょ
う
。

◇
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
水
遭
は
ど
こ
で
も

安
心
う
ま
い

水
』

電
波
利
用
保
護
旬
間

「
ル
ー
ル
を
守
っ
て

ク
リ

ー
ン
な
電
波
環
境
」

六
月
一
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で

は
。
電
波
利
用

保
護
旬
間
で
す
。

不
法
市

民
ラ

ジ
オ
、
不
法

パ
ー

ソ
ナ
ル
無
線

な
ど
か
ら
発
射
さ
れ

る
不
法
電
波

は
、
テ

レ
ビ

こ
フ
ジ

オ
に
対
す
る
受
信
障
害

ば
か
り
か

人
命
に
か
か
わ
る
重
要
無
線
通
信

を
妨

害
し
て
、
多
く
の
人
か
迷
惑

し
ま
す
。

無
線
機
は
、
免
許
を
受
け
ル
ー

ル
を
守

っ
て
正
し
く
使
い
ま
し

よ

○
免

許
を
受
け
な

い
で
。
無
線
局

を
開
設
し
た
り
、
運
用
す
る
と
罰

せ
ら

れ
ま
す
。

○
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
機

や
パ
ー
ソ

ナ
ル
無
線
機
の
不
法
改
造
は
や

め

○
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
は
認
定
マ

ー

ク
の
付

い
た
も
の
を
使

い
ま
し

よ

■

竃
波
陣
書
で
お
困
り
の
方
は

、

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
ニ
ー

ニ
ー

東
北
電
気
通
信
監
理
局

電
気
通
信
部
監
視
課

酋
０
２
２
（
２
２
１
）
0
6
4
1

年
金
手
帳
を
大
切
に

オ
レ
ン
ジ
色
の
年
金
手
帳
は
、

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
と
船

員
保
険
共

通
で
す
。

こ

の
手
帳

は
、
初

め
て
こ
れ
ら

の
制
度

に
適
用
（
加
入
）
さ
れ
た

と
き
に

、
そ

れ
ぞ
れ
の
制
度
の
年

金
の
記
廿
番
号

が
記
入
さ
れ
て
交

付

さ
れ
ま
す

。

ま
た

、
こ
の
交
付
さ
れ
た
記
号

番

号
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

年
金
手
帳
は
退
職
、
転
職
、
住

所
変
更

。
結
婚
し
た
場
合

な
ど
の

年
金
の
届
け
出
を
す
る
と
き
、
そ

し
て
、
年
金
を
請
求
す
る
場
合
に

も

必
要
に
な
り
ま
す
か
ら
、
大

切

に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。



忘
れ
な
い
で
ね

自
動
車
税
の
納
期

平
成
五
年
度
自
動
車

税
、
軽
自

動
車
税
の
納
期
は
五

月
一
二
十

一
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

最
寄
り
の
金
融

機
関
な
ど
か
ら

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し

ょ
う

。

ま
た
、
身
体
障

害
者
の
方
で

一

定
の
条
件
に
該
当
す

れ
ば
、
自
動

車
税
か

減
免
と
な
り
ま
す
。

■

問
い
合
わ
せ

税
務
課
賦
課
係

酋
剪
2
1
1
1

内
線
１
５
２

募

集

し

ま

す

国

見

町

職

員

【
大

学

卒

程
度

】

■

受
験
資
格

昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和

四
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
平
成
六
年
三
月
ま
で

に
大

学
卒
業
見
込
の
者

■

受
付
期
間

六
月

】
日
か
ら
六
月
二
十
日
ま
で

■

試
験
日

八
月
一

日
（
日
）

詳
し

い
こ
と
は
回
覧
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

－

問
い
合
わ
せ

国
見
町
役

場
総

務
課
庶
務
係
へ

8
5
2
1
1
1
内
線
1
2
1

福
鳥
県
警
察
官

○
警

察
官

Ａ
（
大

学
卒
程
度
）

■

受
験
資
格

昭
和
四

十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
四
十

七
年
四
月

一
日
ま
で
生
ま

れ
た
男

子

■

受
付

期
間

五
月
一
．
十
四

日
か
ら
六
月
十
五
日

ま
で

■

賦
験
日

七
月
十
一
日

○
警
察
官

Ｂ
（
高
校
卒
程
度
）
及

び
婦
人
警
察
官

■

受
験
資
格

昭
和
四
卜
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
生
ま

れ
た
男
女

■

受
付
期
間

八
月
二
日

か
ら
八
月
二

十
四

日
ま

で■

賦
験
日

九
月
十
九
Ｈ

休
日
の
お
知
ら
せ

皇
太
子
徳
仁
親
王
の
結
婚
の
儀

が
行
わ
れ
る
日
、
六
月
九
日
（
水
）

は
。
岡
民
の
祝
日
と
な
り
、
役
場

は
休
み
と
な
り
ま
す
。

戸 籍 の 窓 口

【４月受付分】
出生おめでとうございます

子の 名　保護者　　町内会

裕里絵(ゆ り え)瀬戸 正志 中　 飼
男 鰥(ゆ う き ) 佐 藤 朋梏 集　 翻

春 樹(は る き)千葉 義幸 第　こ
岸 人(ひろ と)高擒 信一･山崎小鷦

種 奈(わか な)古川 孝雄 宮　 癩

結婚おめでとうございます

氏　　 名　　　　　町内会

{ 澁 谷 康 弘　　　 光 明寺
扇　田 陽 子　　　 柵 島市

{ 安 積 直 樹　　　 泉田 下
佐 ● 洋 子　　　j･| 俣 町
松 浦 淳 一　　　　並　 柳ｑ

田 はるみ　　　　鰮 鳥 夲

{ 奥 村 則 男　　　　小　 坂
霜11} 勝 美　　　　梁 川町

おくやみ申し上 げます

氏　　 名　　　年齢　　町内会

村 上 奥惣治　　65　　 山　 檳

相 原 義 鴾　　72　　 太 田 川
佐 藤　イ　キ　　印　　 第　 四

八 巻　} ク　　8S　　 第　 八

佐 驤 正 巳　　75　　 川　 内
村 上　カ　ネ　　87　　 第　 九

斎 ● 農 吉　　脯　　 第　 胛1
洩 野 武 雄　　83　　 第　 一

餓 浦 カッヨ　　87　　 大 木 戸
佐 藤 喜代治　　81　　 泉 田中

人 口 と 世 帯

５月１日現在(前月比)４月中のうごき

人
　
　

口

jj 5 人（－９）転 入35 人

･女6  靆 37人(?14) 転 出53 人

･針1.  1 人（－23）出　生･　５人

世帯 数3  , ℃ 21戸(  十 3 ) 死　 亡　10 人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 談 室（東側入口から尠入り下さい）

時 間 ： ９時 ～12 時

こまったことや、相鮫ごと がありましたら、

お気軽にご相談下さい。 秘密は絶対に守ります。

〔相談貝〕

５月25日（火）三瓶　 茂・村上ミチ子

６月４曰 く金）曳地　粹作・井砂喜代子

６月15日（火）佐久間 厳・安藤　トヨ

こよみ
５月　 皐月（ さつき）

15 日 (土）沖縄 本土復帰紀念 日

】 7 日 (月）世界電気通信記念 日

18 日 (火）,国麻善意デー

日 ( 木）東京港闘港記念日

日 ( 日）ごみゼロのrl

31 日 (月〉世界禁煙デ ー

６月 水無月（みなづき）

１日（火）気象記念日

電波の日

4 rl （金）虫歯予防デー

５日（土）世界環境デー

７卩 （月）計量記念 日

10 口（木! 時の記念 日



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

お 8 5 ｰ 2 6 7 6

F A X

8 5 ｰ 2 7

阿
津
賀
志

成
　
　
人

学
級
が
開
講

▼
阿
津
賀
志
学
級

平
成
五
’年
度
の
阿
津
賀
志

学
級

開
講
式
並
ぴ
に
交
通
安
全
人

学
証

交
付

式
か
去

る
四
月
二
十

八
日
、

二
百

九
名
の
学
級
生
か
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し

た
。

初
め
に
学
級
の
歌
斉
唱
か
あ
り
、

鈴
木
公
民
館
長
挨
拶
後
、
新
人
級

生
五
十
名
に
人

学
長
で
あ

る
冨
永

町
長
か
ら

交
通
安
全
大
学
濱

が
交

付

さ
れ
、
交
通
規
則
の
避
守
と
事

故
防

止
へ
の
誓

い
を
新

た
に
し
ま

し

た
。

引
桃
き
町
挺
及
び
桑
折
繁
察
桝

長

、
教
育
長
か
ら
励
ま
し
の
お
こ

と
ば
を

い
た

だ
い
た
後
、
本
年
度

の
学
刊
計
画

に
つ

い
て
説
明
か
あ

り
ま
し

た
。

国
見

町
か
平
成
四
・

片
年
度
と

ご
か
壓

に
わ

た
り
、
厚
生
竹
よ
り

『
高
齢
者
の
生
き

が
い
と
継
康
づ

く

り
推

進
モ

デ
隘
町
一

に
指
定
さ

れ
た
の
に
伴

い
、
今
乍
度
の
阿
津

賀
志

学
級
の

学
習
計

向
も
内
容
、

時
間
数
共
人

帆
に
増
え
、
更

に
幸

習
方
泌
も
多
様
な
而

か
ら
ｒ
ふ
夬

さ

れ
て
む
り
ま
犬

学
級
生
む
昨
年
度
よ
り
多

い
。。。

。白
六

卜
九
名
で
、
貨
体

孚
習
会
こ

卜
二
川
、
趣
味
の
グ

ル
ー
プ
学
叫

会

冫
‥
道
・
和
紙
Ｌ
芸
・
Ｌ
宝
焼
・

陶
芸

・
イ

ー／
デ
‘。
ア
カ
）
こ
卜
た

川

か
ｒ

定
さ

れ
て

お
り
ま
す
。
ま

た
、
社
交

ダ
ン
ス
は
、
阿
津
智
志

社
女

ダ
ン
ス
愛
好
公

と
し
て
、
琵

川
よ

り
実
施
致
し
ま
す

。

な

お
、
開
講
式
後
一
だ
福
鳥
商
校

長
折
笠
常
弘
様
よ
り
、『
旗
り
葉

の

如
く
　

若
者
を

考
え
る

』
と

い
う

テ

ー
マ
で
、
肓
爪
な
資
料
を
も
と

に
、
現
代
の

青
少
年
の
考
え
方
や

行
助

の
特
似

、
史

に
人
生
の
経
験

を
ふ
ま
え
た
高
齢
者
の
方
々
の
対

応
の
し

か
た
や
役
割
り
等
に
つ

い

て
人

へ
ん
仔
愚
義
な

お
話
を
聞
き
、

充
実
感

と
満
足
感
の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
年
間
計
画
に
基

づ
き
、
学

句
会

を
行
う
わ
け
で
す

が
、
杵
様

お
誘

い
合
わ
せ
の
上
。
積
極
的
な

ご
参
加

を
お
願

い
致
し
ま
す
。

今
年
度
の
役
員
は
次
の
方
々
で

す
、
　
　
　
　
　
　

（
敬
昨
略
）

委
員
長
　

村
卜
　

新
占

副

委
貝
良
　

五
丿
叭
栄
雄

″
　
　

佐
久
間

い
ち

監
小
　
　

人
波
　
　

勇

″
　
　

佐
藤
イ
ク
ヨ

庶
隋
　
　

遠
藤
此
五
郎

会
計
　
　
　

阿
部
　

交
友

飼浬賀志傘績間講式

▼
成

人

学

級

今

年

度

は

、

「
せ

い
じ

ん

」
と

二
‥
う

Ｉ’。一卜
葉

か

ら

く

る

イ

メ

ー

ジ
に

近

づ
け

る

た

め
の

制

限

を

し
ま

し

た
が

、

そ

れ

に

も

か

か

わ

ら
ず

多

数

の

希

望

者

が

あ

り

ま

し

た

。

今
年
の
成
人
学
級
の
開
講
式
は

一
九
月

七
日
、
三
十
一
名
の
学
級

生

か

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
公
民
館
災
の
あ
い
さ
つ
、

教
育
長
の
睨
辞
、
年
川
学
習

計
画

の

説
叫
か
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
卜
四
回
の
学
習

か
あ

り
ま
す
か
、
学
習
内

容
は
例
年
に

な
く
新
し

い
内

容
が
と
り
入
れ
ら

れ
ま
し

た
。
乂
グ
ル
ー
プ
活

動
と

し
て
、
イ
ン

デ
ｆ
ア

カ
と
七
宝
焼

を
行
な
う
こ
と
に
な
り
学
級

生
一

川
、
学
習
意
欲
を
‥酳
め
自
主
的

に

？
習
す
る
こ
と
を
心
に
刻
む
こ

と

か
で
き
ま
Ｌ

た
・

闘
溝
式
後
、
第

】
回
学
習
と
し

て
、
。兀
町
公
民
館
長

の
佐
藤
善
次

郎
咒
生
か
ら
上

杉
鷹
山
の
お
話
し

が
あ
り
ま
し
た
。
鷹
山
は
日
本
の

聖
人
の
一
人
に
敏
え
ら
れ
る
人
で

あ
り
、
そ
の
業
績

は
現
代
社
会
に

も
通
川
す
る
生
き
方
を
悟
さ

れ
た

も
の
で
あ
り
ま
し

た
。

講
話
後
、
役
員
選
出

が
あ
り
。

次
の
方
々
か

選
ば
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

委
は
長
　
　

多
勢
　

勝
美

副
委
貝
艮
　
　

渡

辺
ア
イ
子

会
　

計
　
　
　

八
巻
　
　

衛

方
部
委
は

奥
山
　
愛
子
・
小
西
　

富
治

鈴
木
　

フ
ミ
・
内
池
　

育
男

斎
藤
ヒ
サ
子
・
佐
藤
　

重
が

斎
藤
　

春
江
・
亀
岡
　

ツ
ヤ

戍人乍畷闘講式



交
通
安
全
意
識
の

高

揚

を

図

る

阿
津
賀
志

学
級
で
は
五
月
七
日

奉
仕
作
業
の
後
、
桑
折
警
察
署
の

星
交

通
係
長
を
講
師
に
第
一
回
の

交

通
安
全
敦
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

交

通
弱
者

と
し
て
の
高
齢
者
の

事
故
を
無
く
す

た
め
、
最
近
の
交

通
事
故
例

な
ど
を
具
体
的
に
あ
げ

な

が
ら
そ

の
悲
惨
さ
に

ふ
れ
、
交

通
規
則

の
遵
守
の
大
切
さ
を

ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し

た
。

な
お
、
資
料
を
も
と
に

『
電
動

い
す

』
か
歩
行
者
と
し
て
扱
わ
れ

る
こ
と
や
。
道
路
を

通
行
す

る
時

の
守
ら
ね
ば
な
ら

な
い
規
則

に
つ

い
て
く
わ
し
く
説
明
か

あ
り
ま
し

た
か
、
特
に
横
断
す

る
時

は
、
左

右
を
確
認
す
る
。
必
ず
止
ま
っ
て

確
認
す
る
。
真
っ
す
ぐ

わ
た
る
こ

と
の
三
点
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
講
義
後
、［
お
元
気
で
す
か
い

卜
安
全
な

シ
ル

バ
ー
ラ
イ
フ
を
願

っ
て
Ｉ

と
い
う

ビ
デ
オ
視
聴
を
行

い
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
具
体
的
な

問
題
を
と
ら
え

た
も
の
で
あ
り
、

大

へ
ん

参
・
考
に
な
り
、
交
通
ル
ー
ー

ル
の
大

切
さ
を
実
感
し
、
事
故
の

絶
無

を
誓

い
合

い
ま
し
た
。

息纎の高揚を11つた交通安全教室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推
　
　

進

今
年
度
の
公
民
館
活
動
の
努
力

事
項
の
ひ
と
っ
に
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動
の
推
進
を
設
定
し
、
各
学
級

の
中
で
積
極
的
に
取
り
あ
げ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

阿
津
賀
志
学
級
で

は
五
月

七
日
、

約
百
八
十
名
が
参
加
し
て
公
民
館

内

外
及
び
、
む
さ
し

や
菓
子
店
か

ら
の
道
路
沿

い
の
清
掃
や
除
草
を

行

い
ま
し
た
。

幸
い
当
日
は
好
天

候
に
恵

ま
れ
、

参
加
者
一
同
快
い
汗
を
流
し

な
が

ら
の
手
な
れ
た
作
業

に
よ
り
、
短

時
間
の
う
ち
に
す
っ
か
り
き
れ
い

に
な
り
ま
し

た
。
誠
に
あ
り
が
と

う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

な
お
、
学
級
で
は
秋
に
第
二
回

目
の
奉
仕
作
業
を
行
う
予
定
で
す

。

奉仕作輿に励む学級生の瞥さん

団 員
茸 集

柔 道 ス ポ ー ツ 少 年 団

～君もこれで柔ちゃん！
・練習日時：毎遇火・金11日

小学生‥午後6  ~ 8 時
中学生…午後6 時 --･９時

・墹　 所：町民体育館

・会　 費：年間33 円
（スポー７ヽ障害傑険科含む）

・申し込み：本田林一一郎8  5 - 2 ｰ 7 5

行　事　の　お　知　ら　せ

月 日 曜 行　　　　　　　　　　　　 事 月 口 曜 行　　　　　　　　　　　　 事

５

17 月 ・子ども移助図書館 し｣ヽ 坂小)

６

７ 月

・阿津賀志 学級 グループ活動（七宝焼）

19 水 ・ 子ども移動図沓館（ 大木戸小） ・ 成人学級 グループ活動（七宝焼）

20 木 ・ 成人学級 （体力測定）

８ 火

・ インディアカ教室（中・高齢者）

25 火 ・ 子ども移動図 晝館（藤田小２年） ・子 ども移動図書館（森江野小）

27 木 ・ 子ども移動図 書館（藤ｍ小１年） 11 金 ・子育 て教室開講式

Z8 金 ・ 子育て教室（ オリエ ンテーション）

12 土

・成 人学級（映画観賞）

６

２ 水 ・ くにみ女性教室（電気教室Ｄ ・ 阿 津賀志 学級（映画観賞）

６ 日 ・町 民登山（ 栗駒山） 14 月 ・子ども移動図書館 （小坂小）



わ
だ
い

～
奥
州
街
道

会
田
宿
を
し
の
び
～
　

標

柱

設

置

只

田
宿
は
バ
邑

尸
時
代
奥
州
街

道
の
宿
場
町
と
し
て

に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

今
で
も
道
の
両
側
に
は
、
石

垣

に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
屋
敷
割

り

か
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宿
場
町
時
代

の
旅
籠
屋

（
は
た

ご
や
）
な
ど
の
屋
号
を
も

つ
家
も
あ
り
ま
す

。

こ
の
度
、
貝
田
地
内
の
旧
四
９

国
道
沿
い
に
、
往
事
を
し
の
び
貝

田
宿
入
口
標
示
板

（
二
ヶ
所
）
と

由
来
標
示
板
か

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら

の
標
柱
は
、
貝

川
宿
と

し
て
存
在
し

た
歴
史
的
史
実
を
後

世
に
残
す
と
と
も
に
、
貝
田
町
内

会

の
活
性
化
を
図
り
、
地
元
只

田

町
内
会
や
町
郷
土
史
研
究
会
貝
田

方
部
会
か
中

心
と
な
り
、
町
か
ら

の
補
助
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
も
の

で
す
。

靜かなたたずまいの中に立つI 貝田宿．道標

太

太

神

楽

を

奉

納

～
内
谷
春
日
神
社
で
～

今
年
も
内

谷
地
区
の
春
日
神
社

に
、
笛
の
音

か
響
き

わ
た
り
、
継

承
し
て

い
る
全
ニ

ト
ハ

座
の
う
ち

十
三
座
か

神
楽

殿
で
奉
納
さ

れ
ま

し
た
。

太
太
神
楽

の
奉
納

は
、
毎
年
第

三

日
曜
日
に
行
わ

れ
て
お
り
、
地

区

に
と

っ
て

は
、
春
の
風
物
詩
と

な

。
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
、
強

い
春
風
の
吹
く
あ

い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

隣
県
か
ら
も
町
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
の
「
太
太
神
楽
」
を
一
目
見

よ
う
と
訪
れ
る
な
ど
、
百
人
を
超

え
る
見
物
客
が
肋
れ
、

『
神
招
』

を
初
め
、
次
々
と
披
露
さ
れ
る
優

雅
な
舞
に
熱

心
に
見
人
っ
て

い
ま

し
た
。

倭雅な舞が披露されました

「
農
業
市
」
に

百
五
十
店

こ
ど
も
の
日
の
五
月
瓦
日
、
町

商
工
会
主
催
に
よ
る

。農
業
心

』

か
観
月
台
公
園
で
開
か
れ
、
公
園

周

辺
は
、
絶
え
間
な

い
買

い
物
客

や
家
族

づ
れ
で
終
冂
に
ぎ
わ

い
ま

し

た
。

今
年
で
三
十
五
回
目
の
開
催
に

な
る
「
農
業
市
い
に
は
、
植
木
を

は
匕

め
、
花

。
種
苗
、
農
具
を
売

る
店
、
お
好
み
焼
、

お
で
ん
な
ど

の
食
べ
物
を
売

る
店

。
こ

ど
も
客

を
当
て

込
む
お
も
ち

ゃ
崖
な

ど
約

百
五
十
店
の
出
店
が
所
狭
し
て
と

軒
を
連
ね
て

い
ま
し

た
。

賈い楠客でにぎわうt 農業市J

季
節
保
育
所
開
所
式

各
地
区
で
開
催
さ
れ
る

桜
の
開
花
宣
言

が
出
さ
れ
た

四
月

‐
1
.
二
日
。
町
内

四
季
節
保
育

所
の
開
所
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
親
に
付
き
添
わ

れ
て

、
今
年

人
所
し
た
児
童
数
は
、
合
計
で
、

百

四
十
五
人

（
小
坂
四
十
五
人
、

森
江
野
五
十
人
、
大
木
戸
三
十
一
。一

人
、
大
枝
十
七
人
）
で
す
。

森
江
野
季
節
保
育
所
に
は
、
元

気
な
児
童
五
十
人
か
入
所
し
ま
し

た
。
保
母
さ
ん
に
手
を
引

か
れ
て

入
場
し

た
児
童
は
。
名

前
を
呼
ば

れ
て
元
気
に

「
は
い
」
と
答
え
て

い
ま
し

た
。

来
賓
の
冨
永
町
長
、
佐
藤
力
議

会
議
員
、
伊
勢
文
朗
森
江

野
小
学

校
長
か
祝
辞
を
述
べ
、
斎
藤
洋
子

主
任
保
母
が
、

『
明
日

か
ら
元
気

に
来
て
く
だ
さ
い
ね
Ｊ

と
挨
拶
を

述
べ
入
所
式
を
終
え
ま
し

た
。

季
節
保
育

所
で
は
、
閉
所
式
の

ト

ー
月
二

十
日
ま
で
の
百
七
十
四

日
間

（
夏

休
み
の
ニ
ト
日
間
除
く
）

保
育

か
行
わ
れ
ま
す
。

‘'お友 だちに なっ てネｊ

編
集
日
記

○
常

に
広
報
と
は
何
か
を
考
え
な
が
ら
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
密
着
し
た
情
報
の
提

供
に
努
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Ｏ
十
世
紀
半
ば
か
ら
の
東
北
地
方
を
舞

台
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
人
河
ド
ラ

マ
「
炎
立

つ
」
か
、
七
月
か
ら
放
映
開
始
さ
れ
ま

す
。奥

州
合
戦
に

い
た
る
ま
で
の
時
代
背

景

か
ど
の
よ
・
つ
な
形
に
紬
か
れ
る
か
、

今

か
ら
豪
し
み
に
し
て
い
る
一
人
で
す
。

（
Ｓ
）

殖
行
・
ｊ
集

国
見
1
1総
務
揀

福
鳥
県
伊
達
郡
圃
兄
町
大
字
略
田
字
一
丁
田
一
．
２
の
ｌ

ｓ
九
六
九
－

一
七
　

ａ
｛
ｃ
二
四
五
｝
八
五
‐
一
二

二

（
代
表
）
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